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日本政府にもう一度問う。 

私たちは第五福竜丸の仲間と同じ米核実験による被ばく者だ。 

ビキニ事件はまだ終わっていない！ 
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＜保存されている第五福竜丸

（提供：第五福竜丸展示館＞ 
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＜国が 60 年後にようやく開示した被災船資料の一部＞ 
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＜2020 年 3 月 30 日記者会見する 7 人の弁護士＞ 
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市川章人（日本科学者会議会員） 

全国知事会も屋内退避を問題視し、国に要請 

  

    
Tel・Fax：075-771-0729 Mail：hikaku-kyoto@nifty.com  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://  hikaku-kyoto.la.coocan.jp/ 

▲屋内退避における曝露量 及び換気率によるちがい 
＊ただし、放射性プルームが 1 時間続く場合 
＊換気率が小さいほど建物の気密性が高い 

（新潟県検証委員会の山澤弘名古屋大学教授の資料に基づく） 

 


